
 

中学部「保健体育」（ソフトラクロス）学習指導案 

                           

１．日 時       令和７年１１月１１日（火）第３．４時限目（１０：３５～１２：０５） 

２．場 所       体育館 

３．学部・学年・組   中学部 

４．単元名      「ソフトラクロス」 

５．単元目標 

・ソフトラクロスの楽しさに触れ、基本的な動き（パス・キャッチ・シュート）ができる。（知・技） 

・自己やチームの課題を見つけ解決しようとしている。また、ルールを理解し、作戦を考えて他者に伝える力

を養う。（思・判・表） 

・ルールを守り、友だちと協力してゲームをしようとしている。また、場や用具の安全に留意し、運動するこ

とで自己の健康・安全の大切さに気づき、最後まで楽しく運動する態度を養う。（学・人） 

 

６．生徒観 

 本校中学部の保健体育の授業は、発達段階別に６グループに分けたうちの E 班 F 班を一つのグループとし

た縦割りの学習班である。本授業の対象である EF班の実態としては、これまでの運動経験から体を動かすこ

とを好む生徒が多い。簡単な指示を理解し行動に移すことができる生徒や基本的な技術を習得して積極的に

取り組むことができる生徒がいる中、初めての取り組みに対して失敗を恐れ消極的になる生徒がいる。また、

勝敗によって気持ちのコントロールが難しい生徒やコミュニケーションに課題を持つ生徒もいる。 

 

７．教材観 

ソフトラクロスは、ゴール型のスポーツでありパスやキャッチ、シュートといった基本動作を通して、運動

の楽しさや達成感を味わうことができる教材である。スティック（クロス）を使ってボールを扱うことで、空

間認知、身体のコントロール力を育むことができる。また本教材は、接触プレーが禁止されていること、シュ

ートを打つ際には、既にチーム内で２回以上パスを繋いでいることなどのルールがあり、安全面やルールが簡

素化されていることから特別支援学校での教材として使用されることが多い。本教材は、２チーム編成で練習

やミニゲームを実施し、チームメイトとボールを繋ぎ、シュートを打ち、相手チームからゴールを守るディフ

ェンスを協力して行うことで勝敗の結果だけではなく、友だちとの関わりやできた喜びを積み重ね、運動への

自信や自己肯定感を育む。さらにルールを理解して守ること、順番や役割を理解することなど、社会性や協調

性を育むことができる。 

 

８．指導観 

本教材では、見通しやルール、生徒の導線を明確にすることで安心できる環境づくりを行い、教師や友だち

とのポジティブなコミュニケーションを増やすことで前向きな気持ちで取り組めるように努める。また、課題

をスモールステップにし、①「ボールをよく見ることができた」②「クロスに当たった」③「キャッチができ

た」など細かく目標を設定し、小さな変化や成長を見逃さず一人ひとりの「できた」を認める指導を大切にす

る。運動の得意・不得意や障がいの特性に応じて、ルールの簡略化や、攻撃と守備を時間で区切り役割を明確

化し、視覚的支援を取り入れながら、無理なく成功体験が積めるように工夫する。縦割り授業という点を生か

して３学年混合チームでの活動を取り入れ、学年を越えた他者との関わりの楽しさや、思いやり、協力する姿



 

勢から社会性や協調性を育てていきたい。指導はティームティーチング体制で行い、主担だけでなくサブ教師

も生徒の気持ちに寄り添い、変化や成長を見逃さず、安全に活動できるよう、それぞれを支えることで個別に

応じた柔軟な対応と全体の円滑な活動進行の両立を図る。 

 

９．単元の評価基準 

A 知識・技能 B 思考・判断・表現 C 主体的に学習に取り組む態度 

①クロスの使い方を理解して扱お

うとしている。 

②基本的なボール操作（パス・キ

ャッチ・シュート）を身に付けよ

うとしている。 

③ゴールを狙ってシュートを打と

うとしたり、自チームにパスを出

したりしようとしている。 

①パスを繋ぐために、クロスの

使い方やパスの仕方を工夫し

ようとしている。 

②相手チームを避けながらパ

スやキャッチをしようとして

いる。 

 

①積極的に練習やゲーム参加しよう

としている。 

②友だちの良いプレーを褒めようと

している。 

③場や用具の安全に留意して、準備片

付けをしようとしている。 

 

10．単元の指導と評価の計画（全○時間）【必要に応じて行を追加する】 

次 時     学習内容 学習活動 指導上の留意点 評価規準 

第

一

次 

１ 

２ 

・ラクロスの説明 

 

 

 

・道具に慣れる 

 

 

 

・パスキャッチ練習 

 

 

 

 

 

 

・シュート練習 

・写真や動画、スライド

を見て、説明を聞く。 

 

 

・クロスを使ってボー

ルを転がしたり運ん

だりする。 

 

・教師や友だちと手投

げボールをキャッチ

してパスで返す。 

 

 

 

 

・ゴールを狙って決め

られた位置からシュ

ートする。 

・写真や動画を使って

イメージをもちやすく

する。 

 

・クロスを正しく使う

ことができるように手

本を見せる。 

・隣と十分な距離をと

るように言葉かけをす

る。 

・投げたい方向にクロ

スの先を向けることを

意識できるように言葉

かけを行う。 

・打つ前に前方、後方

を必ず確認するように

する。 

A① 

A② 

C① 

３ 

４ 

第

二

次 

５ 

６ 

・パスキャッチ練習 

 

 

 

・的あてシュート 

・ペアになりクロスを

使ってパスとキャッ

チをする。 

 

・的を狙ってシュート

・隣と十分な距離をと

るように言葉かけをす

る。 

 

・大きめの的を用意

A② 

B① 

C② 



 

７ 

８ 

本

時 

 

 

 

・シュートゲーム 

を打つ。 

 

 

・シュート本数を競う

ミニゲームをする。 

し、ゴールにつけるこ

とで視覚的に狙う場所

をわかりやすくする。 

・チームで協力してた

くさんシュートを決め

られるように言葉かけ

をする。 

第

三

次 

９ 

10 

・パスキャッチ練習 

 

 

 

・パス→キャッチ→シュ

ート練習 

 

・DF を設定してパスと

キャッチをする。 

 

 

・パスキャッチとシュ

ートを繋げる。 

・ディフェンスの立ち

位置をよく見て動ける

ように事前に見本をみ

せて行う。 

・それぞれの動きをス

ムーズに繋げられるよ

うに見本や言葉かけを

行う。 

A③ 

B② 

C③ 

11 

12 

第

四

次 

13 

14 

・基礎練習（復習） 

 

 

・ミニゲーム 

 

・パスキャッチ、シュー

トの基礎練習を行う。 

 

・３on３の少数設定で

行う。 

・これまでの練習での

ポイントを振り返りな

がら行う。 

・攻撃エリア、守備エ

リアに分けて時間を設

定して行う。 

A③ 

B③ 

C② 

15 

16 

 

11．本時の展開 

 （1）本時の目標 

   ①基本的なボール操作を身に付け、パスやシュートをする。（知・技） 

   ②クロスの使い方やパスの仕方を工夫する。（思・判・表） 

   ③友だちの良いプレーを褒めたり、応援したりできる。（学・人） 

 （2）本時の評価規準 

   ①基本的なボール操作（パス・キャッチ・シュート）を身に付けようとしている。（A②） 

   ②クロスの使い方やパスの仕方を工夫しようとしている。（B①） 

   ③友だちの良いプレーを褒めたり、応援したりしようとしている。（C②） 

 

 （3）本時で扱う教材・教具 

  スティック（クロス）赤９本青９本、ボール９個、ゴールネット２個、カラーコーン、ホワイトボード、

テレビ、アンプ、コード類 

 

 

 

 

 

２ 



 

 （4）本時の学習過程 

時間 学習内容・学習活動 指導上の留意点及び支援のてだて等    評価規準 

25

分 

導 

入 

 

・整列 

・あいさつ、出席確認 

 

 

・前回の振り返り、本時の

説明 

・準備体操 

・ランニング 

・水分補給 

・各学年２列で整列するよう促す。 

 （T1～T3） 

・姿勢を正し、代表者に視線を向ける

ように促す。（T1） 

・TVとホワイトボードを使用し、前回

の振り返りを行う。（T1） 

・見通しをもって活動できるよう、本

時に行う内容を事前に伝える。（T1） 

 

55

分 

展 

開 

・道具の準備とチーム分け 

 

 

 

 

 

・パスキャッチ練習 

 （活動時①） 

 

 

 

 

 

・的あてシュート 

 （活動時②） 

 

 

 

 

 

・シュートゲーム 

 

 

 

 

 

・片付け 

・チームごとに整列し T1 に注目し説

明を聞くように促す。（T1～T3） 

・チームごとに決められた本数のクロ

スとボールを協力して準備するよう促

す。（T1～T3） 

 

・パスのポイント、キャッチのポイン

トとなる動きの手本を見せながら確認

する。（T１） 

・良いプレーの時には、ポジティブな

声を増やしていくように促す。（T1～

T3） 

 

・シュートのポイントとなる動きの手

本を見せながら確認する。（T1） 

 

・大きめの的をゴール内の角に設置

し、狙う場所を視覚的に分かりやすく

する。 

 

・チームで取り組む意識を付けられる

ように言葉かけを行う。（T１） 

・良いプレーがあれば、ポジティブな

声を増やしていくように促す。（T１～

T3） 

 

・チーム内で役割を決め、片付けを行

うように促す。（T１～T3） 

・A② 

・B① 

・C② 

    



 

5 

分 

ま 

と 

め 

・振り返り 

・次回の予告 

 

 

 

・あいさつ 

・本時の振り返りをする。 

・次回から動きを増やしていくことや

ディフェンスを意識していくことを伝

え、見通しをもてるようにする。（T1） 

 

・姿勢を正し、代表者に視線を向ける

よう促す。（T１～T３） 

 

 

（5）教室配置等 

（正面を上にして、生徒や教員の位置、準備した教材・教具の位置、配置等を示す。） 

・説明時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

舞台 

T１ 

T２ 

３年 １年 ２年 

アンプ 

T３ 

ホワイトボード 



 

 

 ・活動時① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 ・活動時② 

        的あてシュート・シュートゲーム  

舞台 

パスキャッチ練習 

T２ T３ 

T１ 

舞台 
T１ 

T３ T２ 

ゴール ゴール 

ホワイトボード 


